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(57)【要約】
【課題】容器の破損を抑制しつつ、棒状化粧料を十分に
保護できる棒状化粧料繰出容器を提供する。
【解決手段】先筒１及び本体筒２が一方向に相対回転し
、螺合部１０の作用により棒状化粧料支持体４が移動し
て移動限に達した後、さらに一方向に相対回転された場
合、棒状化粧料支持体４の移動が停止された状態におい
て回転止筒５のバネ部５ａが縮みながら螺合部１０が螺
進し、螺合部１０の螺合が解除されるため、容器の破損
を抑制することができると共に、棒状化粧料支持体４は
移動が停止され軸線方向に往復しないため、棒状化粧料
支持体４に支持された棒状化粧料Ｍも軸線方向に往復せ
ず、棒状化粧料Ｍに衝撃が生じることを抑制できること
から、容器の破損を抑制しつつ、棒状化粧料Ｍを十分に
保護することが可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器前部及び容器後部を備えた筒状の容器と、
　前記容器前部に対し軸線周りの回転方向に係合され且つ軸線方向に移動可能とされ、先
端に棒状化粧料を支持し外周部に雄螺子を備えた移動体と、
　前記容器前部に対し軸線周りに回転可能且つ前記容器後部に対し軸線周りに同期回転可
能とされ、内周部に前記雄螺子に螺合する雌螺子を備えた回転止筒と、を具備し、
　前記容器前部及び前記容器後部の相対回転によって、前記雄螺子及び前記雌螺子により
構成された螺合部が働いて前記移動体が進退し、前記棒状化粧料が容器先端の開口から出
没する棒状化粧料繰出容器であって、
　前記回転止筒は、軸線方向に伸縮可能なバネ部を備え、
　前記容器前部及び前記容器後部が一方向に相対回転され、前記移動体が移動して移動限
に達した後、さらに当該一方向に相対回転された場合、前記移動体の移動が停止された状
態において前記バネ部が縮みながら前記螺合部が螺進し、前記螺合部の螺合が解除される
、棒状化粧料繰出容器。
【請求項２】
　前記移動限は、前進限及び後退限の少なくとも一方である、請求項１に記載の棒状化粧
料繰出容器。
【請求項３】
　前記移動体は、前記雄螺子の端部に隣接する位置に、前記雌螺子の内径よりも小さい外
径を有する細径部を備え、
　前記移動体が移動して移動限に達した後、さらに前記一方向に相対回転された場合、前
記移動体の移動が停止された状態において前記バネ部が縮みながら前記螺合部が螺進して
前記雌螺子が前記細径部に達し、前記螺合部の螺合が解除される、請求項１又は２に記載
の棒状化粧料繰出容器。
【請求項４】
　前記螺合部の螺合が解除された状態において、縮小した前記バネ部の弾性力により前記
雌螺子が前記雄螺子に対して付勢される、請求項３に記載の棒状化粧料繰出容器。
【請求項５】
　前記容器前部及び前記容器後部が他方向に第１回転トルクで相対回転され、前記移動体
が移動して前記移動限とは反対側の他の移動限に達した後、さらに当該他方向に前記第１
回転トルクより大きい第２回転トルクで相対回転された場合、前記回転止筒と前記容器後
部との軸線周りの同期回転が解除される、請求項１～４の何れか一項に記載の棒状化粧料
繰出容器。
【請求項６】
　前記容器後部は、軸線方向に延在する複数のリブを内周部に備え、
　前記回転止筒は、
　　径方向外側に突出する凸部が設けられ且つ径方向に沿う方向に可撓性を有する回転止
ベント部を備え、
　　隣り合う前記リブの間に前記凸部が係合されることにより前記容器後部に対し軸線周
りに同期回転可能となり、
　前記移動体が前記他の移動限に達した後、さらに前記他方向に前記第２回転トルクで相
対回転された場合、前記回転止ベント部が径方向内側に撓みながら前記回転止筒が前記容
器後部に対し軸線周りに相対回転し、前記凸部が前記リブを乗り越えて係合が解除され、
前記回転止筒と前記容器後部との軸線周りの同期回転が解除される、請求項５に記載の棒
状化粧料繰出容器。
【請求項７】
　前記バネ部は、前記棒状化粧料に加わる外力であって当該棒状化粧料から前記移動体及
び前記螺合部を介して前記回転止筒に伝わる外力を、前記バネ部の弾性力により吸収する
、請求項１～６の何れか一項に記載の棒状化粧料繰出容器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、棒状化粧料繰出容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、棒状化粧料繰出容器として、下記特許文献１に記載のものが知られている。特許
文献１に記載の棒状化粧料繰出容器は、先筒（容器前部）と、容器前部に対し軸線周りに
回転可能な軸筒（容器後部）と、容器後部内で軸線方向に移動可能且つ軸線周りに回転不
能であり内周に雌螺子を有するラセン筒と、容器前部内で軸線方向に移動可能且つ軸線周
りに回転不能であり雌螺子と係合する突起を後端に有する進退軸と、進退軸の先端に支持
された固形化粧料（棒状化粧料）と、容器前部とラセン筒との間で少なくとも突起の軸方
向長さを吸収可能な圧縮バネと、圧縮バネとラセン筒との間の環状パツキングと、を備え
る。
【０００３】
　特に、上記棒状化粧料繰出容器では、容器前部及び容器後部が一方向に相対回転されて
進退軸が移動した後、さらに当該一方向に相対回転された場合、突起と雌螺子とから成る
螺合部の螺合が解除される。これにより、例えば螺合部の噛み込み、容器前部及び容器後
部の分解等の容器の破損を抑制することが図られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実公平２－３３７０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記棒状化粧料繰出容器にあっては、容器前部及び容器後部が一方向に相対回転されて
移動体が移動した後、さらに一方向に相対回転された場合、移動体がさらに移動して螺合
部が螺合解除され、続いてバネ部により移動体が押し戻されて螺合部が螺合復帰する。こ
のような螺合部の螺合解除及び螺合復帰が繰り返されると、移動体が軸線方向に往復し、
移動体の先端に支持された棒状化粧料も軸線方向に往復し、棒状化粧料に衝撃が生じる場
合がある。そのため、棒状化粧料が折損又は脱落してしまう虞があり、棒状化粧料を十分
に保護する点で改善の余地があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、容器の破損を抑制しつつ、棒状化粧料を十分に保護できる棒状化粧
料繰出容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による棒状化粧料繰出容器は、容器前部及び容器後部を備えた筒状の容器と、容
器前部に対し軸線周りの回転方向に係合され且つ軸線方向に移動可能とされ、先端に棒状
化粧料を支持し外周部に雄螺子を備えた移動体と、容器前部に対し軸線周りに回転可能且
つ容器後部に対し軸線周りに同期回転可能とされ、内周部に雄螺子に螺合する雌螺子を備
えた回転止筒と、を具備し、容器前部及び容器後部の相対回転によって、雄螺子及び雌螺
子により構成された螺合部が働いて移動体が進退し、棒状化粧料が容器先端の開口から出
没する棒状化粧料繰出容器であって、回転止筒は、軸線方向に伸縮可能なバネ部を備え、
容器前部及び容器後部が一方向に相対回転され、移動体が移動して移動限に達した後、さ
らに当該一方向に相対回転された場合、移動体の移動が停止された状態においてバネ部が
縮みながら螺合部が螺進し、螺合部の螺合が解除される。
【０００８】
　このような棒状化粧料繰出容器によれば、容器前部及び容器後部が一方向に相対回転さ
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れ、移動体が移動して移動限に達した後、さらに一方向に相対回転された場合、移動体の
移動が停止された状態においてバネ部が縮みながら螺合部が螺進し、螺合部の螺合が解除
される。そのため、当該相対回転がさらに続けられた場合であっても、螺合部が螺合解除
された状態で空転し、移動限に達した移動体を螺合部でさらに移動させようとする力が生
じず、よって、容器の破損を抑制することができる。また、このとき、移動体の移動は停
止された状態であり、移動体は軸線方向に往復しない。従って、移動体の先端に支持され
た棒状化粧料も軸線方向に往復せず、棒状化粧料に衝撃が生じることを抑制できる。以上
により、容器の破損を抑制しつつ、棒状化粧料を十分に保護することが可能となる。
【０００９】
　ここで、移動限としては、前進限及び後退限の少なくとも一方が挙げられる。
【００１０】
　また、移動体は、雄螺子の端部に隣接する位置に、雌螺子の内径よりも小さい外径を有
する細径部を備え、移動体が移動して移動限に達した後、さらに一方向に相対回転された
場合、移動体の移動が停止された状態においてバネ部が縮みながら螺合部が螺進して雌螺
子が細径部に達し、螺合部の螺合が解除される構成としてもよい。この場合、移動体の移
動が停止された状態においてバネ部が縮みながら螺合部が螺進した際、雌螺子を細径部に
到達させることで、螺合部の螺合を解除できる。
【００１１】
　また、螺合部の螺合が解除された状態において、縮小したバネ部の弾性力により雌螺子
が雄螺子に対して付勢される構成としてもよい。この場合、螺合部の螺合が解除された状
態において、容器前部及び容器後部を他方向に相対回転させると、螺合解除された雌螺子
と雄螺子とをバネ部の弾性力により容易に螺合復帰させることができる。
【００１２】
　また、容器前部及び容器後部が他方向に第１回転トルクで相対回転され、移動体が移動
して移動限とは反対側の他の移動限に達した後、さらに当該他方向に第１回転トルクより
大きい第２回転トルクで相対回転された場合、回転止筒と容器後部との軸線周りの同期回
転が解除される構成としてもよい。この場合、容器前部及び容器後部が他方向に相対回転
され、移動体が移動して他の移動限に達した後、さらに当該他方向に相対回転されると、
回転止筒と容器後部との同期回転が解除され、雌螺子を備えた回転止筒と雄螺子を備えた
移動体との相対回転が停止する。そのため、他の移動限に達した移動体を螺合部によって
さらに移動させようとする力が生じず、よって、容器の破損を抑制することができる。
【００１３】
　また、容器後部は、軸線方向に延在する複数のリブを内周部に備え、回転止筒は、径方
向外側に突出する凸部が設けられ且つ径方向に沿う方向に可撓性を有する回転止ベント部
を備え、隣り合うリブの間に凸部が係合されることにより容器後部に対し軸線周りに同期
回転可能となり、移動体が他の移動限に達した後、さらに他方向に第２回転トルクで相対
回転された場合、回転止ベント部が径方向内側に撓みながら回転止筒が容器後部に対し軸
線周りに相対回転し、凸部がリブを乗り越えて係合が解除され、回転止筒と容器後部との
軸線周りの同期回転が解除される構成としてもよい。この場合、回転止筒と容器後部との
軸線周りの同期回転を解除するという上記作用を好適に奏することができる。
【００１４】
　また、バネ部は、棒状化粧料に加わる外力であって当該棒状化粧料から移動体及び螺合
部を介して回転止筒に伝わる外力を、バネ部の弾性力により吸収する構成としてもよい。
この場合、棒状化粧料に加わる外力をバネ部の弾性力により吸収でき、棒状化粧料を一層
十分に保護できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、容器の破損を抑制しつつ、棒状化粧料を十分に保護できる棒状化粧料
繰出容器を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る棒状化粧料繰出容器の初期状態であって、棒状化粧料
支持体が後退限に達した状態を示す縦断面図である。
【図２】図１に示す状態からキャップが取り外され使用者の操作により棒状化粧料支持体
が前進限に達した状態を示す縦断面図である。
【図３】図１中の本体筒の縦断面を示す斜視図である。
【図４】図１中の継手筒の一部を断面化して示す斜視図である。
【図５】図１中の先筒の縦断面を示す斜視図である。
【図６】図１中の棒状化粧料支持体を示す斜視図である。
【図７】図１中の回転止筒を示す斜視図である。
【図８】図７のVIII－VIII線に沿う断面図である。
【図９】図１に示す棒状化粧料支持体が後退限に達した状態を示す拡大断面図である。
【図１０】変形例に係る棒状化粧料繰出容器の一部を断面化して示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明による棒状化粧料繰出容器の好適な実施形態について図１～図８を参照し
ながら説明する。図１は、本発明の一実施形態に係る棒状化粧料繰出容器の初期状態であ
って、棒状化粧料支持体が後退限に達した状態を示す縦断面図、図２は、キャップが取り
外され使用者の操作により棒状化粧料支持体が前進限に達した状態を示す縦断面図、図３
は本体筒の断面を示す斜視図、図４は、継手筒の断面を示す斜視図、図５は、先筒の断面
を示す斜視図、図６は、棒状化粧料支持体を示す斜視図、図７及び図８は、回転止筒を示
す各図、図９は、棒状化粧料支持体が後退限に達した状態を示す拡大断面図である。本実
施形態の棒状化粧料繰出容器は、例えば、アイライナー、アイブロー、リップライナー、
コンシーラー等を始めとした種々の棒状化粧料を収容し、使用者が必要に応じて適宜出没
可能とするものである。なお、以下の説明において、「軸線」とは、棒状化粧料繰出容器
の前後に延びる中心線を意味し、「軸線方向」とは、軸線に沿った方向（前後方向）を意
味する。
【００１８】
　図１及び図２に示すように、棒状化粧料繰出容器１００は、全体形状が筆記具の如き細
長い丸棒状（スティック状）を成し良好な外観を呈するもので、容器前部を構成する先筒
１と、容器後部を構成する本体筒２と、容器中間部を構成する継手筒３と、を外形構成と
して具備する。棒状化粧料繰出容器１００は、これらの先筒１、本体筒２及び継手筒３内
に、細長い丸棒状を成す棒状化粧料Ｍと、棒状化粧料Ｍを支持し螺合部１０の一方を有す
る移動体である棒状化粧料支持体４と、螺合部１０の他方を有する回転止筒５とを収容し
ている。棒状化粧料繰出容器１００は、さらに本体筒２の後端部に塗布具６を備えている
。
【００１９】
　棒状化粧料繰出容器１００は、その前端側を覆い棒状化粧料Ｍを保護する前部キャップ
７が前部側に着脱可能に装着され、また、塗布具６を覆い保護する後部キャップ８が後部
側に着脱可能に装着されている。
【００２０】
　図３に示すように、本体筒２は、円筒状を成し、その軸線方向中程の内周面において周
方向に沿った複数箇所（本実施形態では１２等配の位置）に、軸線方向に延びる第１の突
条（リブ）２ａを備えている。本体筒２は、第１の突条２ａの先端面２ｂよりも後部側に
先端面２ｄが位置するように軸線方向に延びる第２の突条２ｃを、周方向に沿った複数箇
所（本実施形態では４等配の位置）に備えている。第２の突条２ｃは、第１の突条２ａよ
りも径方向内側に高くなるように形成されている。第２の突条２ｃの先端面２ｄは、棒状
化粧料支持体４の後退を阻止すべく、棒状化粧料支持体４の後端面４ｎを突き当てるもの
である。
【００２１】
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　本体筒２は、その前部側の内周面に、本体筒２の先端近傍に先端２ｆが位置するように
軸線方向に延びる第３の突条２ｅを、周方向に沿った複数箇所（本実施形態では４等配の
位置）に備えている。第３の突条２ｅは、継手筒３を軸線周りの回転方向に係合するため
のものである。本体筒２の前端近傍の内周面には、第３の突条２ｅの先端２ｆよりも前側
に、継手筒３を軸線方向に係合するための凹部２ｇが円環状に設けられている。
【００２２】
　なお、本体筒２は、その後端部に、塗布具６のブラシ部６ａを支持する軸部６ｂが嵌挿
される開口２ｈを有する。開口２ｈは、塗布具６の嵌挿前において、塗布具６の軸部６ｂ
の外径より小さい内径を有している。開口２ｈは、加熱された塗布具６の軸部６ｂによっ
てその内周部が加熱されて軟化されつつ、当該軸部６ｂが挿入される。その後、開口２ｈ
は、冷却され硬化されることによって軸部６ｂが嵌挿された状態となる。
【００２３】
　図４に示すように、継手筒３は、軸線方向中程の外周面に鍔部３ａを有する円筒状を成
し、この鍔部３ａより後側の円筒部が、本体筒２に挿入される挿入部３ｂとされている。
挿入部３ｂの外周面には、本体筒２の第３の突条２ｅと軸線周りの回転方向に係合される
ためのものとして、軸線方向に延びる溝部３ｃが、周方向に沿った複数箇所（本実施形態
では第３の突条２ｅに対応した４等配の位置）に設けられている。また、溝部３ｃの後部
は、後部側へ行くに従って拡幅するスロープ３ｄを形成している。スロープ３ｄは、第３
の突条２ｅを溝部３ｃへ案内するためのものである。継手筒３の外周面において鍔部３ａ
と溝部３ｃとの間には、本体筒２の円環状の凹部２ｇに軸線方向に係合するためのものと
して、後部が山型に傾斜した凸部３ｅが円環状に設けられている。
【００２４】
　継手筒３の軸線方向中程の内周面には、先筒１を軸線周りの回転方向に回転可能としつ
つ軸線方向に係合するための凸部３ｆが円環状に設けられている。継手筒３は、その鍔部
３ａよりも前側の外周面において周方向に沿った複数箇所（本実施形態では３等配の位置
）に、前部キャップ７を軸線方向に係合するための前部キャップ係合片３ｇを備えている
。
【００２５】
　図１及び図２に示すように、継手筒３は、その挿入部３ｂが本体筒２の先端側に内挿さ
れ、その鍔部３ａに本体筒２の先端面が突き当てられると共にその溝部３ｃが本体筒２の
第３の突条２ｅと軸線周りの回転方向に係合される（図３及び図４参照）。その結果、継
手筒３は、本体筒２に対し軸線方向に係合され、且つ、軸線周りに同期回転可能とされる
。
【００２６】
　図５に示すように、先筒１は、軸線方向中程の外周面に段差部１ａを有する段付き円筒
状に構成されている。先筒１は、段差部１ａよりも前側の外径が段差部１ａよりも後側の
外径より大とされ、この段差部１ａより後側の円筒部が、継手筒３に挿入される挿入部１
ｂとされている。挿入部１ｂの外周面には、継手筒３の円環状の凸部３ｆに軸線方向に係
合するための凹部１ｃが円環状に設けられている。
【００２７】
　先筒１の軸線方向に貫通する筒孔は、その先端から軸線方向中程辺り迄が、棒状化粧料
Ｍを収容し摺動を可能とする棒状化粧料孔１ｅとされ、棒状化粧料孔１ｅの終端から当該
筒孔の後端迄が、棒状化粧料Ｍを支持する棒状化粧料支持体４を収容し摺動を可能とする
棒状化粧料支持体孔１ｆとされる。
【００２８】
　先筒１は、棒状化粧料孔１ｅの内周面において周方向に沿った複数箇所（本実施形態で
は４等配の位置）に、軸線方向に延びる突条１ｇを備えている。互いに隣り合う突条１ｇ
同士の間の隙間は、支持片溝１ｈを規定する。支持片溝１ｈは、後述する棒状化粧料支持
体４の支持片４ｇを収容し摺動を可能とするものである。これらの棒状化粧料孔１ｅ及び
支持片溝１ｈにより、棒状化粧料Ｍ及び支持片４ｇが摺動する進退孔１ｉが構成されてい
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る。
【００２９】
　先筒１の棒状化粧料支持体孔１ｆの内周面には、軸線方向に延びる回転止片溝１ｊが周
方向に沿った複数箇所（本実施形態では４等配の位置）に設けられている。回転止片溝１
ｊは、棒状化粧料支持体４の後述する回転止部４ｄの回転止片４ｉを収容し摺動を可能と
するものである。棒状化粧料支持体孔１ｆ及び回転止片溝１ｊにより、回転止片４ｉが摺
動する進退孔１ｋが構成されている。
【００３０】
　図１及び図２に示すように、先筒１は、その挿入部１ｂが継手筒３の先端側に内挿され
、その段差部１ａに継手筒３の先端面が突き当てられると共に、その挿入部１ｂの外周面
の凹部１ｃに、継手筒３の凸部３ｆが軸線方向に係合される。これにより、先筒１は、継
手筒３に軸線方向に係合され且つ軸線周りに回転可能とされる。また、挿入部１ｂの外周
面には、Ｏリング９を装着するためのＯリング用溝１ｄが円環状に設けられている。Ｏリ
ング用溝１ｄに装着されるＯリング９は、先筒１と継手筒３とにより挟み込まれることで
、先筒１と継手筒３との相対回転時に良好な回転抵抗を付与する。
【００３１】
　図６に示すように、棒状化粧料支持体４は、棒状化粧料Ｍの後端部を支持するための支
持部４ａと、支持部４ａの後端部に隣接し、小径の円柱形状を成す衝撃吸収部４ｂと、衝
撃吸収部４ｂの後端部に隣接し、衝撃吸収部４ｂよりも大径の円柱形状を成す接続部４ｃ
と、接続部４ｃの後端部に隣接し、当該棒状化粧料支持体４を先筒１に対し軸線周りの回
転方向に係合し且つ軸線方向に移動可能とする回転止部４ｄと、回転止部４ｄの後端側に
隣接する軸体部４ｅと、を備えている。
【００３２】
　支持部４ａは、前方に開口する有底筒形状を概略有し、その内径が棒状化粧料Ｍの外径
に対応する。支持部４ａは、棒状化粧料Ｍの後端面を突き当てるための基部４ｆと、この
基部４ｆに後端面が突き当てられた棒状化粧料Ｍの後端部を支持するための複数の支持片
４ｇと、を備えている。支持片４ｇは、基部４ｆの外周面において周方向に沿った複数箇
所（本実施形態では４等配の位置）に、先端側に向かって突出するように設けられている
。支持部４ａは、これらの支持片４ｇによって挟み込むようにして棒状化粧料Ｍを支持す
る。
【００３３】
　衝撃吸収部４ｂは、支持部４ａと接続部４ｃとの間に径方向の外力が働いた場合に、当
該径方向に撓み、その外力を弾性力により吸収する。回転止部４ｄは、接続部４ｃより大
径の円柱形状を成す基部４ｈと、基部４ｈの外周面の前端部から後端部まで軸線方向に延
びる回転止片４ｉと、を有している。回転止片４ｉは、基部４ｈの外周面において周方向
に沿った複数箇所（本実施形態では４等配の位置）に、径方向外側に突出するように設け
られている。
【００３４】
　軸体部４ｅは、回転止部４ｄの後端部から軸線方向に延在する軸体である。軸体部４ｅ
は、螺合部１０の一方を構成する雄螺子４ｋが前端近傍から後端部までの外周部に形成さ
れている。軸体部４ｅの前端部は、雄螺子４ｋが形成されておらず、雄螺子４ｋの外径、
及び、回転止部４ｄの基部４ｈの外径より小径の円柱形状を成す細径部４ｍとされる。細
径部４ｍは、回転止部４ｄの後端から雄螺子４ｋの前端まで形成されている。この細径部
４ｍは、回転止筒５の後述する雌螺子５ｂの内径より小径、且つ、雌螺子５ｂの前後長よ
り長く形成されている。
【００３５】
　図１及び図２に示すように、棒状化粧料支持体４は、その基部４ｆが先筒１の棒状化粧
料孔１ｅに進入すると共にその支持片４ｇが先筒１の支持片溝１ｈに進入するようにして
、先筒１の筒孔に内挿される。これにより、支持部４ａが先筒１の筒孔内において軸線方
向に移動可能とされる。また、このとき、支持片４ｇと当該支持片４ｇが進入する支持片
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溝１ｈとの間には径方向に微小隙間が形成されている。これにより、後述するように棒状
化粧料支持体４の衝撃吸収部４ｂ及び回転止筒５のバネ部５ａによる支持部４ａの径方向
の微小な変位が許容される。
【００３６】
　また、棒状化粧料支持体４は、その回転止部４ｄが先筒１の棒状化粧料支持体孔１ｆに
進入すると共にその回転止片４ｉが先筒１の回転止片溝１ｊに進入するようにして、進退
孔１ｋに内挿される。これにより、回転止片溝１ｊが棒状化粧料支持体４の回り止めとさ
れるため、棒状化粧料支持体４は、先筒１に対し軸線周りの回転方向に係合され且つ軸線
方向に移動可能とされる。なお、棒状化粧料支持体４が軸線方向に前進し、その回転止片
４ｉの先端面４ｊが先筒１の回転止片溝１ｊの先端面１ｍに突き当たった位置は、棒状化
粧料支持体４の前進限（他の移動限）とされる（図２参照）。
【００３７】
　図７及び図８に示すように、回転止筒５は、略円筒状を成し、その前部側が軸線方向に
伸縮可能且つ径方向に可撓性を有するバネ部５ａとされ、その後部側が雌螺子５ｂを内周
部に有する螺子筒部５ｃとされる。雌螺子５ｂは、棒状化粧料支持体４の雄螺子４ｋに螺
合して螺合部１０を構成する。これらのバネ部５ａ及び螺合部１０は、後述する第１のク
ラッチ機構を構成する。バネ部５ａの外径は螺子筒部５ｃの外径より大とされ、バネ部５
ａの後端部が段差部５ｄを形成している。螺子筒部５ｃは、回転止ベント部５ｅを備えて
いる。回転止ベント部５ｅは、回転止筒５を本体筒２に対して軸線周りに同期回転可能と
すると共に、当該同期回転を解除可能（相対回転可能）とする。回転止ベント部５ｅ及び
本体筒２の第１の突条２ａ（図３参照）は、後述する第２のクラッチ機構を構成する。
【００３８】
　回転止ベント部５ｅは、周方向に沿って延在するアーム５ｆと、アーム５ｆの先端部に
設けられ径方向外側に突出する凸部５ｇと、を有する。アーム５ｆは、螺子筒部５ｃにお
いてＵ字状のスリットを形成するようにして成り、その基端側を中心にして径方向に撓む
ことで、その素材に起因した径方向の弾性力を凸部５ｇに付与する。凸部５ｇは、軸線方
向に延びる突条形状を成し、その周方向両側が山型に傾斜している。なお、アーム５ｆは
、周方向の何れの方向に向かって延在していてもよく、また、径方向の弾性力を凸部５ｇ
に付与可能である限り軸線方向に向かって延在していてもよい。また、回転止ベント部５
ｅは、一つのアーム５ｆ及び凸部５ｇを有しているが、複数のアーム５ｆ及び凸部５ｇを
有していてもよい。例えば、回転止ベント部５ｅは、アーム５ｆ及び凸部５ｇを周方向に
沿った複数箇所（例えば、二箇所であれば２等配の位置）に備えていてもよい。
【００３９】
　図１及び図２に示すように、回転止筒５は、本体筒２に内挿され、そのバネ部５ａの前
端面が継手筒３の後端面に当接すると共に、バネ部５ａが僅かに圧縮された状態で段差部
５ｄが本体筒２の第１の突条２ａの先端面２ｂに当接する。これにより、回転止筒５は、
本体筒２と継手筒３との間に挟み付けられて収容される。
【００４０】
　また、回転止筒５の雌螺子５ｂは、棒状化粧料支持体４の雄螺子４ｋと螺合して螺合部
１０を構成する。このとき、回転止ベント部５ｅの凸部５ｇは、本体筒２の第１の突条２
ａ同士の間に位置することにより、回転止筒５は本体筒２に対し係合し軸線周りに同期回
転可能とされる。これにより、先筒１及び本体筒２の相対回転によって、螺合部１０が働
いて棒状化粧料支持体４が進退可能とされる。
【００４１】
　次に、棒状化粧料繰出容器１００の作用を説明する。棒状化粧料繰出容器１００は、図
１に示す初期状態において、使用者により、前部キャップ７を取り外されて先筒１が露出
された後、先筒１と本体筒２とが棒状化粧料Ｍの繰出し方向である他方向（一方向の反対
方向）に相対回転されると、先筒１に対し軸線周りに同期回転する棒状化粧料支持体４と
本体筒２に対し軸線周りに同期回転可能な回転止筒５とが他方向に相対回転される。これ
により、棒状化粧料支持体４の雄螺子４ｋと回転止筒５の雌螺子５ｂとにより構成された
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螺合部１０の螺合作用が働く。
【００４２】
　その結果、棒状化粧料支持体４は先筒１に対し前進可能であり、回転止筒５は本体筒２
に対し後退が規制されていることから、棒状化粧料支持体４が前進し、棒状化粧料Ｍが先
筒１の先端の開口１ｎから出現し塗布可能な使用状態とされる。このとき、先筒１と継手
筒３とが相対回転することから、先筒１及び継手筒３間に挟み込まれたＯリング９と継手
筒３の内周面とで付与される回転抵抗に応じた第１回転トルクで相対回転される。
【００４３】
　さらに先筒１と本体筒２とが他方向に第１回転トルクで相対回転されると、棒状化粧料
支持体４はさらに前進し、図２に示すように、その回転止片４ｉの先端面４ｊが先筒１の
回転止片溝１ｊの先端面１ｍに突き当たることで前進限に達する。前進限においては、第
１回転トルクでは他方向へさらに相対回転せず、第１回転トルクより大きい第２回転トル
クで相対回転させようとすると、回転止筒５の回転止ベント部５ｅのアーム５ｆが径方向
内側に撓み、アーム５ｆに設けられた凸部５ｇが本体筒２の第１の突条２ａを乗り越えて
係合が解除され、その結果、回転止筒５と本体筒２との軸線周りの同期回転が解除される
。この状態において、さらに先筒１と本体筒２とが他方向に相対回転されても、回転止筒
５と本体筒２とが相対回転するため、棒状化粧料支持体４と回転止筒５とが相対回転せず
、螺合部１０の螺合作用が働かないこととなる。また、さらに先筒１と本体筒２とが他方
向に相対回転されても、螺合部１０の螺合作用が働かないため、棒状化粧料支持体４が前
進限からさらに前進しようとして先筒１を前方へ強い力で押圧することがなく、よって、
先筒１及び先筒１に係合された継手筒３が本体筒２から離脱することが阻止される。
【００４４】
　以上のように、回転止筒５の回転止ベント部５ｅ及び本体筒２の第１の突条２ａによっ
て構成される第２のクラッチ機構が、棒状化粧料支持体４の前進限における螺合部１０の
所謂クラッチとして機能する。
【００４５】
　また、使用者により、先筒１と本体筒２とが繰戻し方向である一方向に相対回転される
と、螺合部１０の螺合作用が働いて棒状化粧料支持体４が後退し、棒状化粧料Ｍが先筒１
の先端の開口１ｎから没入する。
【００４６】
　さらに先筒１と本体筒２とが一方向に相対回転されると、棒状化粧料支持体４はさらに
後退し、棒状化粧料支持体４の後端面４ｎが本体筒２の第２の突条２ｃの先端面２ｄに突
き当たり後退限（移動限）に達する。後退限において、さらに一方向に相対回転させよう
とすると、棒状化粧料支持体４の移動が停止された状態においてバネ部５ａが縮みながら
、雄螺子４ｋ及び雌螺子５ｂの螺合位置が移動して螺子筒部５ｃが前方へ移動する。この
ように螺合部１０が螺進した結果、雌螺子５ｂが雄螺子４ｋを越えて細径部４ｍに達し、
螺合部１０の螺合が解除される（図９参照）。その結果、後退限においてさらに引き続き
先筒１と本体筒２とが一方向へ相対回転されても、棒状化粧料支持体４の移動が停止され
且つ螺合部１０が螺合解除された状態にて、棒状化粧料支持体４と回転止筒５とが相対回
転（空回転）することとなる。
【００４７】
　螺合部１０の螺合が解除された状態では、縮小したバネ部５ａの弾性力により雌螺子５
ｂが雄螺子４ｋに対して付勢されるため、先筒１と本体筒２とが繰出し方向である他方向
に相対回転されると、雌螺子５ｂの雄螺子４ｋ側の端部と、雄螺子４ｋの雌螺子５ｂ側の
端部と、が容易に噛合う。よって、螺合部１０の螺合が解除された状態において先筒１と
本体筒２とが他方向に相対回転されると、雌螺子５ｂと雄螺子４ｋとが容易に螺合復帰す
る。
【００４８】
　以上のように、バネ部５ａ及び螺合部１０によって構成される第１のクラッチ機構が、
棒状化粧料支持体４の後退限における螺合部１０の所謂クラッチとして機能する。第１の
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クラッチ機構は、棒状化粧料支持体４が後退限で移動が停止された状態において作用する
ため、螺合部１０の螺合解除及び螺合復帰が繰り返されても棒状化粧料支持体４は軸線方
向に往復しない。このため、棒状化粧料支持体４の先端に支持された棒状化粧料Ｍも軸線
方向に往復せず、棒状化粧料Ｍに衝撃が生じることが抑制される。
【００４９】
　さらに、棒状化粧料Ｍは、棒状化粧料支持体４及び螺合部１０を介して回転止筒５に連
結されている。このため、棒状化粧料Ｍに対し外力が軸線方向に作用した場合には、外力
は、棒状化粧料Ｍから螺合部１０を介して回転止筒５へ伝達され、バネ部５ａを軸線方向
に伸縮させる。このため、外力はバネ部５ａの弾性力により吸収され、棒状化粧料Ｍは外
力から十分に保護される。
【００５０】
　また、棒状化粧料支持体４の支持片４ｇは、当該支持片４ｇが進入する先筒１の支持片
溝１ｈとの間に微小隙間が形成されているため、径方向の微小な変位が許容される。この
ため、棒状化粧料Ｍに対し外力が径方向に作用した場合には、外力は、棒状化粧料支持体
４の衝撃吸収部４ｂ及び回転止筒５のバネ部５ａを径方向に撓ませる。このため、外力は
衝撃吸収部４ｂ及びバネ部５ａの弾性力により吸収され、棒状化粧料Ｍは外力から十分に
保護される。
【００５１】
　以上、本実施形態に係る棒状化粧料繰出容器１００によれば、先筒１及び本体筒２が繰
戻し方向である一方向に相対回転され、棒状化粧料支持体４が後退して後退限に達した後
、さらに一方向に相対回転された場合、棒状化粧料支持体４の後退が停止された状態にお
いてバネ部５ａが縮みながら螺合部１０が螺進し、螺合部１０の螺合が解除される。その
ため、当該相対回転がさらに続けられた場合であっても、螺合部１０が螺合解除された状
態で空転し、後退限に達した棒状化粧料支持体４を螺合部１０でさらに後退させようとす
る力が生じず、よって、容器の破損を抑制することができる。また、このとき、棒状化粧
料支持体４の後退は停止された状態であり、棒状化粧料支持体４は軸線方向に往復しない
。従って、棒状化粧料支持体４の先端に支持された棒状化粧料Ｍも軸線方向に往復せず、
その結果、棒状化粧料Ｍに衝撃が生じることを抑制できる。以上により、容器の破損を抑
制しつつ、棒状化粧料Ｍを十分に保護することが可能となる。
【００５２】
　本実施形態では、棒状化粧料支持体４は、雄螺子４ｋの端部に隣接する位置に、雌螺子
５ｂの内径よりも小さい外径を有する細径部４ｍを備えている。棒状化粧料支持体４が後
退して後退限に達した後、さらに一方向に相対回転された場合、棒状化粧料支持体４の後
退が停止された状態においてバネ部５ａが縮みながら螺合部１０が螺進して雌螺子５ｂが
細径部４ｍに達し、螺合部１０の螺合が解除される。
【００５３】
　本実施形態では、螺合部１０の螺合が解除された状態において、縮小したバネ部５ａの
弾性力により雌螺子５ｂが雄螺子４ｋに対して付勢される。このような構成により、螺合
部１０の螺合が解除された状態において、先筒１及び本体筒２を繰出し方向である他方向
に相対回転させると、螺合解除された雌螺子５ｂと雄螺子４ｋとをバネ部５ａの弾性力で
容易に螺合復帰させることができる。
【００５４】
　本実施形態では、先筒１及び本体筒２が他方向に第１回転トルクで相対回転され、棒状
化粧料支持体４が前進して前進限に達した後、さらに当該他方向に第１回転トルクより大
きい第２回転トルクで相対回転された場合、回転止筒５と本体筒２との軸線周りの同期回
転が解除される。このような構成により、先筒１及び本体筒２が他方向に相対回転され、
棒状化粧料支持体４が前進して前進限に達した後、さらに当該他方向に相対回転されると
、回転止筒５と本体筒２との同期回転が解除され、雌螺子５ｂを備えた回転止筒５と雄螺
子４ｋを備えた棒状化粧料支持体４との相対回転が停止する。そのため、前進限に達した
棒状化粧料支持体４を螺合部１０によってさらに前進させようとする力が生じず、よって
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、容器の破損を抑制することができる。
【００５５】
　本実施形態では、本体筒２は、軸線方向に延在する複数の第１の突条２ａを内周部に備
え、回転止筒５は、径方向外側に突出する凸部５ｇが設けられ且つ径方向に沿う方向に可
撓性を有する回転止ベント部５ｅを備え、隣り合う第１の突条２ａの間に凸部５ｇが係合
されることにより本体筒２に対し軸線周りに同期回転可能となる。棒状化粧料支持体４が
前進限に達した後、さらに他方向に相対回転された場合、回転止ベント部５ｅが径方向内
側に撓みながら回転止筒５が本体筒２に対し軸線周りに相対回転し、凸部５ｇが第１の突
条２ａを乗り越えて係合が解除され、回転止筒５と本体筒２との軸線周りの同期回転が解
除される。このような構成により、回転止筒５と本体筒２との軸線周りの同期回転を解除
するという上記作用を好適に奏することができる。
【００５６】
　本実施形態では、バネ部５ａは、棒状化粧料Ｍに加わる外力であって当該棒状化粧料Ｍ
から棒状化粧料支持体４及び螺合部１０を介して回転止筒５に伝わる外力を、バネ部５ａ
の伸張又は縮小の弾性力により吸収する。これにより、棒状化粧料Ｍを一層十分に保護で
きる。
【００５７】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明に係る棒状化粧料繰出容器
は、上記実施形態に限られるものではなく、各請求項に記載した要旨を変更しない範囲で
変形し、又は他のものに適用したものであってもよい。
【００５８】
　図１０は、変形例に係る棒状化粧料繰出容器の一部を断面化して示す斜視図である。図
１０では、本体筒２の開口２ｈに塗布具６が嵌挿されていない状態の棒状化粧料繰出容器
２００を例示している。例えば図１０に示すように、変形例に係る棒状化粧料繰出容器２
００では、棒状化粧料Ｍの横断面（軸線方向に直交する断面）が多角形とされる。このよ
うな変形例に係る棒状化粧料繰出容器２００においても、容器の破損を抑制しつつ、棒状
化粧料Ｍを十分に保護できるという上記作用効果が奏される。なお、棒状化粧料Ｍの形状
は限定されずあらゆる形状を選択できる。例えば、棒状化粧料Ｍは、その横断面が楕円形
状とされてもよく、その先端が斜めにカットされた形状とされてもよい。
【００５９】
　また、上記実施形態では、先筒１及び本体筒２が一方向に相対回転され、棒状化粧料支
持体４が後退して後退限に達した後、さらに当該一方向に相対回転された場合、棒状化粧
料支持体４の後退が停止された状態においてバネ部５ａが縮みながら螺合部１０が螺進し
、螺合部１０の螺合が解除される構成としたが、このような構成に代えて又は加えて、先
筒１及び本体筒２が他方向に相対回転され、棒状化粧料支持体４が前進して前進限に達し
た後、さらに当該他方向に相対回転された場合、棒状化粧料支持体４の前進が停止された
状態においてバネ部が縮みながら螺合部が螺進し、螺合部の螺合が解除される構成として
もよい。
【００６０】
　また、上記実施形態では、回転止筒５は、段差部５ｄを本体筒２の第１の突条２ａの先
端面２ｂに当接させることにより、本体筒２に対する軸線方向の位置決めがされていたが
、回転止筒５が当接する本体筒２の箇所は限定されない。例えば、本体筒２の後部側の内
周面に、第１の突条２ａの先端面２ｂより後部側に先端面が位置するように軸線方向に延
びると共に、第１の突条２ａより径方向に高く形成された第４の突条を周方向に沿った複
数箇所に更に設け、この第４の突条の先端面に段差部５ｄを当接させることにより、本体
筒２に対する軸線方向の位置決めをしてもよい。
【００６１】
　また、雄螺子４ｋ、雌螺子５ｂは、間欠的に配される突起群又は螺旋状且つ間欠的に配
される突起群のように螺子山と同様な働きをするものであればよい。また、棒状化粧料繰
出容器１００としては、第２のクラッチ機構を有していない構成としてもよい。
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【符号の説明】
【００６２】
　１…先筒（容器前部）、１ｎ…容器先端の開口、２…本体筒（容器後部）、２ａ…第１
の突条（リブ）、４…棒状化粧料支持体（移動体）、４ｋ…雄螺子、４ｍ…細径部、５…
回転止筒、５ａ…バネ部、５ｂ…雌螺子、５ｅ…回転止ベント部、５ｇ…凸部、１０…螺
合部、１００…棒状化粧料繰出容器、Ｍ…棒状化粧料。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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